
第30回舗装工学講演会プログラム(1日目：8月27日(水))

■講演者の皆様へ
・舗装工学講演会講演要領を必ずご確認ください。
・舗装工学講演会講演要領：https://committees.jsce.or.jp/pavement06/system/files/30kouenyoryo.pdf
■大会参加申込について
・大会参加のお申し込みは土木学会イベントページ(https://www.jsce.or.jp/events)にてお願い致します。
・発表者の方も含めて大会参加のお申し込みが必要となりますので，ご注意ください。
■会場アクセスについて
・北海道科学大学へのアクセス：https://www.hus.ac.jp/access/
・なお，北海道科学大学の無料開放のwifiが使用できます。
■優秀講演者賞について
・舗装工学講演会では，開催年度の4月1日時点で35歳未満の発表者を対象に優秀講演者賞を表彰いたします。なお，8月29日(金)の全セッション終了後に表彰式を行います。
■基調講演，特別講演会，パネルディスカッションについて
基調講演は8月27日 (水)午前， 29日 (金)午後，特別講演は28日(木)午前，パネルディスカッションは27日 (水)午前， 28日 (木)午後に行いますので是非ご参加ください。
詳細は当小委員会HPをご確認ください。https://committees.jsce.or.jp/pavement06/node/28

◆1日目( 8月27日)
開始 〜 終了 開始 〜 終了

8: 30 〜

9: 00 〜 9: 20

10: 30 ～ 10: 40

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

1 渡部 敬史 大成ロテッ ク 株式会社　 技術研究所 実物大実験に基づく ジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス を 用いた路盤補強効果に関する 研究 15 藤本 明宏 福井大学学術研究院工学系部門 高熱伝導性路盤材料によ る 路面温度変動の抑制・ 促進効果

2 辻 慎一朗 前田工繊株式会社 ジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス を 用いた路盤改良に関する 試験施工 16 竹林 宏樹 西日本高速道路株式会社　 九州支社　 大分工事事務所 ア ス フ ァ ルト 舗装の層間接着力に施工条件が及ぼす影響

3 平川 大貴 中央大学理工学部都市環境学科 路盤へのジ オグリ ッ ド 補強土技術の適用に関する 考察 17 鈴木 一隆 中日本高速道路株式会社　 金沢支社 舗装の下層支持力の推定手法の改良について

4 山本 恭也 前田工繊株式会社　 補強土排水推進部 ジ オグリ ッ ド によ る 路盤補強効果確認のための実物大実験 18 大野 敦弘 ジオ・ サーチ株式会社　 減災事業本部 三次元FEMおよ び疲労解析に基づいた路面下空洞の診断に関する 検討

19 荒井 淳希 国土交通省 国土技術政策総合研究所 空港研究部 空港施設研究室 航空機荷重を 受ける 異種舗装接続部の三次元FEM解析

15: 30 〜 15: 40 15: 30 〜 15: 40

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

5 桑野 二郎 埼玉大学・ ヒ ロ セ 補強土株式会社 路面下空洞の安定性に及ぼす路盤に敷設さ れたジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス の効果 20 野本 真兵 前田道路株式会社　 技術研究所 車両ビ ッ グデータ を 活用し た舗装路面の損傷検出モ デルの開発

6 大野 敦弘 ジ オ・ サーチ 株式会社 路面補強工法によ る 道路陥没対策事例の報告 21 重廣 和輝 国立研究開発法人土木研究所 舗装の供用データ に基づく ひび割れの発生特性と 疲労度算出の精度向上に向けた研究

7 竜田 尚希 富山大学都市デザイ ン 学部 道路の段差被害軽減に関する 模型実験 22 吉田 昴 北見工業大学大学院　 工学研究科 歩行者の体幹加速度に影響を 及ぼす路面について の検討

8 原田 紹臣 立命館大学理工学部 河川越流に対する 粘り 強い堤防道路の構築に向けた一考察 23 遠藤 大樹 住友大阪セ メ ン ト 株式会社 コ ン ク リ ート 舗装のほう き 目仕上げによ る 凹凸がマ イ ク ロ テ ク ス チ ャ の持続性に及ぼす影響

9 稲垣 俊太朗 山口大学 側面流入型舗装の側溝から 路盤への横越流的流入特性に関する 実験 24 富所 来羽 室蘭工業大学　 大学院工学研究科　 環境創生工学系専攻 テ ク ス チ ャ 特徴量と ア ン サン ブ ル学習を 用いた舗装路面のき め深さ 評価手法の構築

開始 〜 終了 開始 〜 終了 開始 〜 終了

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

25 安藤 秀行  国立研究開発法人土木研究所 繰り 返し 再生し た ア ス フ ァ ルト の粘弾性状と 微視的構造における 再生用添加剤の組成の影響

26 小林 翔汰 （ 国研） 土木研究所道路技術研究グループ舗装チーム 再生改質ア ス フ ァ ルト 混合物の配合手法が混合物性状に与え る 影響の検討

27 今井 宏樹 大有建設株式会社 中央研究所 SCB試験によ る 再生ア ス フ ァ ルト 混合物のひび割れ抵抗性の評価方法に関する 検討

28 佐野 昌洋 出光興産株式会社 EN 12697-24 ANNEX-Eによ る  再生ア ス フ ァ ルト 混合物の評価の一例

29 吉田 章吾 株式会社NI PPO 総合技術部 技術研究所 再生ア ス フ ァ ルト 混合物の新たな 評価方法に関する 検討

15: 30 〜 15: 40

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

30 藤永 知弘 日本大学大学院生産工学研究科　 博士後期課程 剥離抵抗性改善に向けた接着エネルギに基づく ポリ マー改質アスフ ァ ルト の開発と 評価

31 小林 靖明 長岡技術科学大学大学院 社会環境・ 生物機能工学分野 基準外再生骨材を使用し た再生アスフ ァ ルト 混合物の熱酸化劣化が物性に及ぼす影響

32 大畑 卓也 豊田工業高等専門学校 廃タ イ ル再生資材の舗装利用に関する 評価について

33 孫 逸航 日本大学大学院 理工学研究科交通システム工学専攻 ブ ロ ッ ク 舗装に用いる As系混合砂のせん断特性に及ぼす配合条件の影響

休憩

15: 40 〜 17: 10

地盤補強・ ジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス （ 2） ， 災害に強い舗装・ 災害復旧【 座長： 前島拓( 日本大学) 】

15: 40 〜 17: 10

性能評価( 材料・ 構造・ 路面) （ 2） 【 座長： 渕上翔太( 鉄道総合技術研究所) 】

15: 40 〜 17: 10

舗装材料（ 2） 【 座長： 加藤康弘( 前田道路) 】

14: 00 〜 15: 30

舗装材料（ 1） 【 座長： 神下竜三( 鹿島道路) 】

14: 00 〜 15: 30

地盤補強・ ジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス （ 1） 【 座長： 河村隆( 信州大学) 】

休憩

12: 00 〜 14: 00 ラ ン チ ミ ーテ ィ ン グ

13: 00 〜 15: 30
若手・ 学生ワーク シ ョ ッ プ

※A棟201講義室に変更と な り ま し た。

NPO法人　 舗装新技術研究会　 主催
『 エ キシ ビ ジ ョ ン 』

A会場（ A棟106講義室） B会場（ A棟110講義室）

C会場（ A棟312講義室） D会場（ A棟311講義室）

開会式

基調講演
石川工業高等専門学校　 名誉教授　 西澤辰男氏

『 舗装の挙動と シ ミ ュ レ ーシ ョ ン  ー その効用と 課題』

パネルディ スカ ッ シ ョ ン
『 異分野から 見た舗装の魅力』

休憩

15: 30

性能評価( 材料・ 構造・ 路面) （ 1） 【 座長： 中尾信之( 大成ロ テ ッ ク ) 】

14: 00 〜

休憩

A棟2階

受付開始

NPO法人　 舗装新技術研究会　 主催
『 エ キシ ビ ジ ョ ン 』

パネルディ ス カ ッ シ ョ ン 準備

9: 30 〜 10: 30

10: 40 ～ 12: 10

12: 10 〜 14: 00



第30回舗装工学講演会プログラム(2日目：8月28日(木))

■講演者の皆様へ
・舗装工学講演会講演要領を必ずご確認ください。
・舗装工学講演会講演要領：https://committees.jsce.or.jp/pavement06/system/files/30kouenyoryo.pdf
■大会参加申込について
・大会参加のお申し込みは土木学会イベントページ(https://www.jsce.or.jp/events)にてお願い致します。
・発表者の方も含めて大会参加のお申し込みが必要となりますので，ご注意ください。
■会場アクセスについて
・北海道科学大学へのアクセス：https://www.hus.ac.jp/access/
・なお，北海道科学大学の無料開放のwifiが使用できます。
■優秀講演者賞について
・舗装工学講演会では，開催年度の4月1日時点で35歳未満の発表者を対象に優秀講演者賞を表彰いたします。なお，8月29日(金)の全セッション終了後に表彰式を行います。
■基調講演，特別講演会，パネルディスカッションについて
基調講演は8月27日 (水)午前， 29日 (金)午後，特別講演は28日(木)午前，パネルディスカッションは27日 (水)午前， 28日 (木)午後に行いますので是非ご参加ください。
詳細は当小委員会HPをご確認ください。https://committees.jsce.or.jp/pavement06/node/28

◆2日目( 8月28日)
開始 〜 終了 開始 〜 終了

8: 30 〜

10: 40 〜 10: 50 10: 40 〜 10: 50

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

S1 稲葉 紅子 長岡技術科学大学 FWD試験法と 教師なし 学習による舗装用コ ンク リ ート 版下空洞の検知に関する基礎検討 S13 中村 博康 北海道科学大学　 工学部都市環境学科 CCPMを 取り 入れた特別実習の企画について

S2 三浦 優輝 北見工業大学 ジ オセ ルを 用いた未舗装路盤の補強メ カ ニ ズム解明に向けた走行実験 S14 百武 壮 国立研究開発法人土木研究所先端材料資源研究センタ ー材料資源研究グループ 国研出向の真価： 人材育成と 組織成長の好循環

S3 澁谷 友哉 東日本高速道路株式会社 表基層切削オーバーレ イ における 残層ク ラ ッ ク 対策 S15 亀山 修一 北海道科学大学 舗装に関連する 単語を 歌詞に含む歌謡曲のAI テ キス ト マ イ ニ ン グ

S4 井上 祥遥 株式会社ネク スコ ・ エンジニアリ ング北海道 道央自動車道（ 大沼公園I C～国縫I C 間） 舗装劣化状況及び補修方法に関する 考察 S16 横澤 直人 （ 国研） 土木研究所道路技術研究グループ舗装チーム 過去100年間における 鉄網等の効果や諸元の変遷に関する 研究

S5 小出 泰雅 北海道科学大学 ア ス フ ァ ルト 舗装における 移動式密度測定装置を 用いた精度及び有用性の検討 S17 髙橋 涼太郎 日本大学工学部 輪荷重走行試験装置を 用いた普通コ ン ク リ ート 舗装横目地部の疲労抵抗性評価

S6 寺井 悠順 北海道科学大学 ア ス フ ァ ルト 舗装の低温ひび割れ発生箇所における 詳細調査 S18 平山 美空 株式会社オリ エンタ ルコ ンサルタ ンツ コ ンク リ ート 舗装にアスフ ァ ルト 舗装を被せた区間における詳細調査方法に関する検討

S7 林 謙介 株式会社オリ エンタ ルコ ンサルタ ンツ 北九州市における 舗装マ ネジ メ ン ト の取り 組み S19 山本 尚毅 国土交通省　 国土技術政策総合研究所 熱伝導解析によ る 舗装内温度推定に関する 基礎検討

S8 渡辺 琉斗 室蘭工業大学大学院 車載動画と 特徴点追跡ア ルゴ リ ズムを 用いた簡易型わだち 掘れ量測定手法の構築 S20 タ ェ ス  ネェ イ ン 大成ロ テ ッ ク 株式会社 中山間地域における 利用者視点に基づく 交通安全のDX化に向けた取り 組み

S9 Bel i nda Mamphey Gr aduat e School  of  Engi neer i ng Pavement  Mai nt enance and Rehabi l i t at i on Wor ks i n Ghanai an Tr unk Road Networ k  S21 布広 祥平 株式会社オリ エンタ ルコ ンサルタ ンツ 関東支社 アセッ ト マネジメ ント 推進部 花巻市における SOCOCAを 活用し た道路維持管理

S10 Pr akr i t i  Pandey Graduat e School  of  Eng. , Ki t ami  I nst i t ut e of  Technol ogy Road Sur f ace Char act er i st i cs and Two-Wheel er  I nt er act i on S22 田端 紗来 室蘭工業大学大学院工学研究科環境創生工学系専攻 令和6年能登半島地震被災地域における 路面損傷の時空間分析と 交通影響評価

S11 佐々木 厳 （ 国研） 土木研究所 路面の継目/ひび割れの密着状態や表層締固め度を 透水/透気性によ り 現場で 測る S23 森 太一 北海道科学大学 マ ッ ト レ ス 工法によ る ボッ ク ス カ ルバート 前後の段差抑制に関する 模型試験

S12 吉田 雅義 株式会社NI PPO 高浸透型防水材を 用いた補修によ る 実道路橋RC床版の剛性回復効果の検討 S24 茨木 浩一郎 大林道路㈱ 豪雨と 猛暑に対応し た多機能舗装ハイ ド ロ ペイ ブ

15: 00 〜 15: 20

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

10 木村 豊和 株式会社リ ン ク ジ ャ パン フ リ ッ ク ス を 用いたイ ン タ ーロ ッ キン グブ ロ ッ ク 舗装の不陸抑制効果 34 増戸 洋幸 福島工業高等専門学校 都市システム工学科 ア フ ォ ーダン ス 理論によ る 「 舗装」 の潜在的価値の再定義

11 西 剛整 株式会社CPC 橋台背面に設置さ れる EPS盛土によ る 橋台への作用と 橋台に及ぼす影響 35 梶原 覚 株式会社Ｎ Ｉ Ｐ Ｐ Ｏ 温度推論を 活用し た 現場温度管理の合理化

12 倉上 由貴 鉄道総合技術研究所 補強材配置およ び壁面の一体性が補強土擁壁の列車荷重時変形挙動に及ぼす影響 36 中村 博康 北海道科学大学　 工学部都市環境学科 積雪寒冷地のア ス フ ァ ルト 舗装における 縦断ひび割れの発生要因

13 平野 皓大 日本大学大学院理工学研究科交通システム工学専攻 大型土槽を 用いたジ オセ ル補強路盤の応力分散角度およ び地盤内応力の検討 37 川俣 さ く ら 東京イ ン キ株式会社 北海道内における ジ オセ ルの多面的活用と その有効性に関する 適用事例

14 小幡 倫之 エ タ ーナルプ レ ザーブ 株式会社 表層に簡易ア ス フ ァ ルト コ ート を し た ジ オセ ル路盤工のゴ ムキャ タ ピ ラ 走行耐久性について 38 菅原 正則 株式会社構研エ ン ジ ニ ア リ ン グ　 地質部 冬期の掘削工事における 凍結路盤の評価方法に関する 実験的研究

開始 〜 終了 開始 〜 終了 開始 〜 終了

10: 40 〜 10: 50 10: 40 〜 10: 50

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

S25 中島 未尋 北海道科学大学 最先端の舗装技術を 用いたア ス フ ァ ルト 博覧会の実施企画について S37 宝寄山 颯太 北見工業大学大学院 ド ラ イ バーの認知プ ロ セ ス に基づく 路面標示のロ ード キル抑制効果評価

S26 相川 宗 大成ロ テ ッ ク 株式会社 薄層リ ラ ク ス フ ァ ルト 舗装によ る ひび割れ抑制効果の実証実験 S38 Bayar chi meg Ser gel en Ki t ami  I nst i t ut e of  Technol ogy I MPROVEMENT OF PAVEMENT CONDI TI ON I N SI DEWALKS FOR ACCESSI BI LI TY OF VULNERABLE ROAD USERS

S27 畠山 慶吾 前田道路株式会社　 技術研究所 積雪寒冷地のひび割れ箇所に対する 薄層舗装用ア ス フ ァ ルト 混合物の適用性 S39 田渕 友乃 北見工業大学　 旅行用ス ーツ ケース の振動特性と 利用者の生理反応に基づく 路面評価

S28 松井 伸頼 東亜道路工業株式会社　 北海道支社　 技術部 亀甲状ひび割れ上における オーバーレ イ 工法の効率的な ひび割れ対策 S40 香川 一説 北見工業大学大学院 路面損傷を 考慮し た自転車利用者の走行快適性に関する 研究

S29 青木 涼佑 （ 株） NI PPO総合技術部 薄層舗装材料の中温化における 混合物性状と 製造条件の確認 S41 高橋 優太 株式会社高速道路総合技術研究所 局部沈下評価手法を 用いた舗装健全度評価に関する 検討

S30 内海 正徳 ニ チ レ キ株式会社 長寿命化舗装用ア ス フ ァ ルト 混合物のひび割れ防止効果と 施工報告 S42 呉 悦樵 出光興産株式会社　 機能舗装材事業部 ア ス フ ァ ルト 混合物の水によ る 剥離損傷の発生における 砂の影響

S31 大江 弘希 道路工業株式会社 ク ラ ッ ク 抑制舗装「 C・ S・ P」 の性能検証 S43 綿谷 成恭 出光興産株式会社　 先進マテリ アルカ ンパニー　 機能舗装材事業部　 アスフ ァ ルト 技術課 ア ス フ ァ ルト バイ ン ダに着目し た簡便な 耐水性評価手法の開発

S32 増田 小夏 大林道路株式会社 非食用米プ ラ ス チ ッ ク の規格外品を 活用し た ア ス フ ァ ルト 混合物の高耐久化に関する 検討 S44 須永 圭 東日本高速道路株式会社　 新潟支社　 長岡管理事務所 積雪寒冷地に配慮し た小粒径ポーラ ス ア ス フ ァ ルト 混合物の施工について

S33 中尾 信之 大成ロ テ ッ ク 株式会社 植物由来成分「 リ グニ ン 」 を 配合し た脱炭素ア ス フ ァ ルト 混合物の開発 S45 梅田 泰裕 ヒ ート ロ ッ ク 工業株式会社 開発事業部 変形追従性に優れる 埋設型伸縮装置の開発

S34 陳 安寧 ニ チ レ キグループ 株式会社 NEXCO高弾性上層路盤用混合物専用バイ ン ダ（ コ ネク ト フ ァ ルト ） の紹介 S46 平川 一成 大成ロ テ ッ ク 株式会社 次世代舗装技術の長期耐久性評価のための舗装評価路

S35 鍛治 哲理 株式会社NI PPO総合技術部 カ ーボン ニ ュ ート ラ ル社会に貢献する 路面太陽光発電技術の検討 S47 近藤 浩紀 ニ チ レ キグループ 株式会社 低炭素型改質ア ス フ ァ ルト 塗膜系防水材の開発

S36 Mast ewal  Shumet  Messel e Gr aduat e St udent ,  Ki t ami  I nst i t ut e of  Technol ogy Eval uat i ng The Per f or mance of  Hot  Mi x Asphal t  Mi xt ur e wi t h RuBi nd Bi t umen Modi f i er S48 戸田 圭彦 JI Pテ ク ノ サイ エ ン ス ( 株) はじ めよ う DI ANAによ る 舗装のFEM解析

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

39 高橋 貴蔵 公益財団法人鉄道総合技術研究所 凍結融解を 受けたCAモ ルタ ルの圧縮疲労によ る ひずみの推定 44 松本 第佑 国立研究開発法人 土木研究所 寒地土木研究所 フ ォ グシ ール工法によ る 舗装ひび割れ部の欠損抑制効果に関する 研究

40 何 宗耀 日本大学大学院工学研究科博士後期課程 気象条件および施工時期の違いが高耐久連続鉄筋コ ンク リ ート 舗装のひび割れ発生リ スク に及ぼす影響 45 光谷 修平 大林道路株式会社 四隅を 接続し たプ レ キャ ス ト コ ン ク リ ート 舗装

41 新見 龍男 株式会社ト ク ヤマ 疲労ひび割れを 考慮し た コ ン ク リ ート 舗装のラ イ フ サイ ク ルコ ス ト に及ぼす設計条件の影響 46 中村 貴久 公益財団法人　 鉄道総合技術研究所 バラ ス ト の劣化を 抑制する ハン ド タ イ タ ン パに関する 検討

42 横澤 直人 （ 国研） 土木研究所道路技術研究グループ舗装チーム 文献調査によ る 普通コ ン ク リ ート 舗装の目地の役割と 諸元の変遷に関する 研究 47 鳥澤 一晃 関東学院大学 Ｃ Ｎ Ｎ を 用いたダン プ 荷台画像に基づく 建設廃棄物の種類・ 重量予測モ デルの検討

43 中村 弘典 セ メ ン ト 協会 GFRP製ダウエ ルバーの使用がコ ン ク リ ート 舗装目地部の力学特性に与え る 影響

15: 20 〜 16: 50

工法・ 機械・ 設備【 座長： 池田茜( 日本道路) 】

15: 20 〜 16: 50

セ メ ン ト 系舗装【 座長： 河村直哉( 国土技術政策総合研究所) 】

15: 20 〜 16: 50

地盤補強・ ジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス （ 3） 【 座長： 上野千草( 寒地土木研究所) 】

12: 00 〜 14: 00 ラ ン チ ミ ーテ ィ ン グ

13: 30 〜 15: 00
パネルディ スカ ッ シ ョ ン

『 若手技術者・ 研究者の定着と 育成』

〜

休憩 休憩

NPO法人　 舗装新技術研究会　 主催
『 エ キシ ビ ジ ョ ン 』

16: 50

現場実践・ 事例報告・ 問題提起【 座長： 江口利幸( 高速道路総合技術研究所) 】

NPO法人　 舗装新技術研究会　 主催
『 エ キシ ビ ジ ョ ン 』

休憩

12: 00

シ ョ ート ： 性能評価( 材料・ 構造・ 路面) ， 橋面舗装， 特殊舗装【 座長： 掛札さ く ら ( 日本道路) 】

12: 00 〜 13: 30 休憩

10: 50 〜 12: 00

シ ョ ート ： 舗装材料， 環境にやさ し い舗装【 座長： 池田茜( 日本道路) 】

10: 50

10: 50 〜 12: 00

シ ョ ート ： 地盤補強・ ジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス ， 点検・ 調査・ 計測， ア セ ッ ト マ ネジ メ ン ト ・ 維持修繕【 座長： 河村隆( 信州大学) 】

10: 50

9: 00 〜 10: 40

博士学位取得者講演会

【 講演①】 ニチレ キグループ 株式会社　 永塚竜也氏
『 道路橋コ ン ク リ ート 床版の表層品質に着目し た防水層のピ ン ホールと ブ リ ス タ リ ン グの発生機構の解明及び対策手法の提案』

【 講演②】 鹿島道路株式会社　 神下竜三氏
『 環境配慮型建設資材の道路舗装用材料への適用に関する 研究』

休憩

A会場（ A棟106講義室） B会場（ A棟110講義室）

C会場（ A棟312講義室） D会場（ A棟311講義室） A棟2階

受付開始

〜 12: 00

シ ョ ート ： 舗装史・ 文化， 人材育成・ 技術伝承， 災害に強い舗装・ 災害復旧， セ メ ン ト 系舗装， I CT・ AI ・ データ サイ エ ン ス ， 現場実践・ 事例報告・ 問題提起【 座長： 前島拓( 日本大学) 】

休憩

15: 20 〜



第30回舗装工学講演会プログラム(3日目：8月29日(金))

■講演者の皆様へ
・舗装工学講演会講演要領を必ずご確認ください。
・舗装工学講演会講演要領：https://committees.jsce.or.jp/pavement06/system/files/30kouenyoryo.pdf
■大会参加申込について
・大会参加のお申し込みは土木学会イベントページ(https://www.jsce.or.jp/events)にてお願い致します。
・発表者の方も含めて大会参加のお申し込みが必要となりますので，ご注意ください。
■会場アクセスについて
・北海道科学大学へのアクセス：https://www.hus.ac.jp/access/
・なお，北海道科学大学の無料開放のwifiが使用できます。
■優秀講演者賞について
・舗装工学講演会では，開催年度の4月1日時点で35歳未満の発表者を対象に優秀講演者賞を表彰いたします。なお，8月29日(金)の全セッション終了後に表彰式を行います。
■基調講演，特別講演会，パネルディスカッションについて
基調講演は8月27日 (水)午前， 29日 (金)午後，特別講演は28日(木)午前，パネルディスカッションは27日 (水)午前， 28日 (木)午後に行いますので是非ご参加ください。
詳細は当小委員会HPをご確認ください。https://committees.jsce.or.jp/pavement06/node/28

◆3日目( 8月29日)
開始 〜 終了 開始 〜 終了

8: 30 〜 8: 30 〜

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

48 松田 圭大 北海道科学大学 現地試験によ る ガラ ス 発泡軽量材の断熱性能の評価 53 張 晋軒 日本大学大学院工学研究科 局所振動試験装置を 用いたア ス フ ァ ルト 混合物層の弾性係数評価

49 牛込 連志郎 日本大学大学院工学研究科 上層路盤の各種要因がア ス フ ァ ルト 舗装の塑性変形抵抗性に及ぼす影響 54 植田 知孝 株式会社オリ エンタ ルコ ンサルタ ンツ 修繕履歴を加味し た路面性状測定値と FWDたわみ量の関係性に関する一考察について

50 中尾 信之 大成ロ テ ッ ク 株式会社 実大載荷試験によ る ア ス フ ァ ルト 舗装の損傷メ カ ニ ズムの検証 55 稲木 万玲 東亜道路工業株式会社　 技術研究所 埋設型セ ン サによ る 移動荷重載荷時のたわみ量計測技術の開発

51 松本 七保子 前田工繊産資株式会社 ア ス フ ァ ルト 層の下面補強に寄与する  ジ オシ ン セ テ ィ ッ ク ス の基礎検討 56 鈴木 拓人 東亜道路工業株式会社　 技術研究所 MWD走行によ り 生じ る 舗装表面たわみ形状に関する 解析的検討

10: 30 〜 10: 40 10: 30 〜 10: 40

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

58 高橋 一徳 応用地質株式会社 マ イ ク ロ 波を 用いた舗設時の非破壊舗装密度測定装置 PaveScan®

59 真田 拓磨 北見工業大学大学院　 工学研究科 幼児同乗自転車を 考慮し た路面評価に資する 振動解析モ デルの開発

60 盛 祥平 北見工業大学大学院　 工学研究科 空間フ ィ ルタ を 応用し た3次元点群に基づく 歩道路面性状評価の比較

61 森石 一志 大林道路株式会社 地方公共団体の管理基準に準拠し た効率的な 歩道維持管理の取り 組み

62 橋 穂乃果 金沢工業大学大学院　 工学研究科環境土木工学専攻 中性子照射によ る ア ス フ ァ ルト 層間の非破壊水分検出に関する 基礎的研究

14: 30 〜 14: 40

開始 〜 終了 開始 〜 終了 開始 〜 終了

8: 30 〜 8: 30 〜

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

63 西川 遥 株式会社NI PPO総合技術部技術研究所 廃PET由来のアスフ ァ ルト 改質材を用いた再生アスフ ァ ルト 混合物の開発と 適用事例 73 伊藤 壱記 公益財団法人鉄道総合技術研究所 BRT専用道路に用いる セ メ ン ト 瀝青安定処理し た路盤の設計に関する 研究

64 髙田 智至 ENEOS株式会社 廃プ ラ ス チ ッ ク を 骨材と する ア ス フ ァ ルト 舗装のための樹脂混合バイ ン ダーの開発 74 河村 隆 信州大学 人造黒鉛を 添加し た コ ン ク リ ート を 用いた 無散水融雪舗装の車道適用に関する 実証実験　

65 髙橋 遼太朗 日本大学大学院工学研究科 非食用米由来のバイ オマ ス プ ラ ス チ ッ ク を 添加し た ア ス フ ァ ルト 混合物の諸物性に関する 検討 75 粕谷 悠紀 株式会社　 大林組 ユニ ッ ト 方式のコ ン ク リ ート 路版から 構成さ れた高機能化舗装の施工試験

66 立花 徳啓 日本道路株式会社生産技術本部技術研究所 カ ーボン ニ ュ ート ラ ルを 実現する 環境配慮型ア ス フ ァ ルト 混合物の検討 76 武藤 朱音 鹿島道路株式会社　 技術開発本部　 技術研究所 高性能グース ア ス フ ァ ルト 混合物の 各種床版への適用事例

67 四本 陸 福岡大学大学院工学研究科建設工学専攻 農業用廃プ ラ ス チ ッ ク を を 添加し たア ス フ ァ ルト 混合物の材料特性 77 多田 博貴 株式会社高速道路総合技術研究所 電磁波を 用いた橋面舗装の非破壊密度測定に関する 検討

10: 30 〜 10: 40 10: 30 〜 10: 40

講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目 講演No. 講演者氏名 講演者所属 題目

68 チャ ンタ ン ニャ ッ ト 国立研究開発法人土木研究所 広域供給を目的と し た中温化が再生アスフ ァ ルト 混合物のひび割れ抵抗性に与える影響 78 渡邊 壮真 室蘭工業大学 大学院工学研究科 環境創生工学系専攻 車載動画ビ ッ グデータ と AI を 用いたポッ ト ホール補修路面の分布把握と 健全性評価

69 神下 竜三 鹿島道路株式会社 技術開発本部技術研究所 中温化ア ス フ ァ ルト 混合物の適用によ る  CO2削減効果について 79 中嶋 響 京都大学大学院 再生ア ス フ ァ ルト 混合物の曲げ疲労試験における 劣化挙動の微視的観察

70 七尾 舞 国立研究開発法人　 土木研究所 供用・ 解体段階における CO2吸収量を 考慮し た舗装の環境・ 経済性評価 80 松下 郁生 株式会社オリ エンタ ルコ ンサルタ ンツ ア ス フ ァ ルト 舗装で 覆われた コ ン ク リ ート 舗装における リ フ レ ク シ ョ ン ク ラ ッ ク 対策評価

71 山原 詩織 国立研究開発法人土木研究所　 道路技術研究グループ 低炭素化に資する 舗装技術のCO2削減費用 81 ダ ン  ク オ ッ ク  ト ゥ エ ッ ト 大成ロテッ ク 株式会社技術本部技術研究所 CARSI Mを 用いた冬期路面条件がレ ーン チ ェ ン ジ 安全性に及ぼす影響評価

72 上野 貞治 ニ チ レ キグループ 株式会社  技術研究所 ア ス フ ァ ルト 混合物の温度がTRWPの発生量と 構成成分に及ぼす影響 82 瀬尾 彰 京都大学経営管理大学院 SPr i ng-8によ る X線CTを 用いたア ス フ ァ ルト 混合物の損傷メ カ ニ ズムの考察

12: 10

環境にやさ し い舗装（ 2） 【 座長： 掛札さ く ら ( 大林道路) 】

休憩

環境にやさ し い舗装（ 1） 【 座長： 永塚竜也（ ニ チ レ キグループ ) 】 特殊舗装， 橋面舗装【 座長： 門田誠也( NI PPO) 】

10: 40 〜 12: 10

ア セ ッ ト マ ネジ メ ン ト ・ 維持修繕， I CT・ AI ・ データ サイ エ ン ス 【 座長： 富山和也( 北見工業大学) 】

14: 40 ～ 15: 10
◆閉会式な ら びに表彰式
・ 2024年度舗装工学論文集各賞( 論文賞， 奨励賞， 優秀査読者賞)
・ 2025年度舗装工学講演会優秀講演者賞

体育館

NPO法人　 舗装新技術研究会　 主催
『 エ キシ ビ ジ ョ ン 』

9: 00 〜 10: 30 9: 00 〜 10: 30

10: 40 〜

13: 30 〜 14: 30

基調講演
国立研究開発法人　 土木研究所　 理事　 藪雅行氏

『 舗装技術・ 舗装技術者への感謝と 期待』

休憩

12: 10 〜

10: 40 〜 12: 10

13: 30

9: 00 〜 10: 30 9: 00

A会場（ A棟106講義室）

52 野本 太 メ ト リ ー技術研究所株式会社 路床補強における 問題と その対策に関する 提案

路床・ 路盤【 座長： 座長： 増戸洋幸( 福島工業高等専門学校) 】

受付開始

B会場（ A棟110講義室）

C会場（ A棟312講義室） D会場（ A棟311講義室）

受付開始 受付開始

〜 12: 10

点検・ 調査・ 計測（ 2） 【 座長： 浅田拓海( 室蘭工業大学) 】

歩行者系舗装小委員会報告会 10: 40

57 松本 第佑 国立研究開発法人 土木研究所 寒地土木研究所 MWDへの適用を 考慮し たア ス フ ァ ルト 混合物層の平均温度推定式に関する 検討

休憩

〜

受付開始

点検・ 調査・ 計測（ 1） 【 座長： 加藤康弘( 前田道路) 】

休憩

10: 30

休憩

休憩
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